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1. 要旨 
地球温暖化は年々深刻化しており、豪雨などの自然災害、

農産物生産への影響、熱中症などの健康被害などが顕著に

なっている 1)。健康への影響では、熱中症や感染症の増加

が危惧される 1)が、同時にうつ病をはじめとする精神疾患

や自殺の増加が懸念されている。NDB を用いた熱中症の実

態調査がすでに実施されている 2)が、精神神経疾患との関

連は調べられていない。精神神経疾患は、生活習慣病など

さまざまな合併疾患を引き起こし、QOL 低下や要介護重症

化に寄与すると考えられている。我々は NDB サンプリン

グデータセットを用いて、熱中症と精神神経疾患の関連性

を調査し、地球温暖化に伴う気温上昇との関連性を検討し

たので、ここに報告する。 
 

2. はじめに 
世界では、地球温暖化が年々深刻化しておりその影響は

自然災害以外にも医療や介護など健康被害への影響が顕著

になっている。熱中症は高齢者で重症化しやすいことが知

られている。また、地球温暖化における健康被害にうつ病

をはじめとする精神神経疾患や自殺の増加が指摘されてい

る。精神神経疾患は糖尿病や心疾患など生活習慣病とも密

接に関連することから、熱中症、精神疾患、生活習慣病の

３疾患群の関連性に焦点をあて、地球温暖化との関連性に

ついて検討した。 

調査にあたり利用可能なデータベースの 1 つに、厚生労

働省が「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、

2009（平成 21）年よりレセプト情報並びに特定健診・特定

保健指導情報を収集した「レセプト情報・特定健診等情報

データベース(National Database of Health Insurance Claims and 
Specific Health Checkups of Japan: 以下、NDB)」3)がある。

NDB は国民皆保険制度下にある日本においては国民の医療

の実態を全数に近い割合で評価、できることから、非常に

貴重なデータであり、幅広い分野と多くの産業に活用され

ることが期待されている。 
今回の NDB サンプリングデータセットの集計にあたっ

て、熱中症がどの程度影響を与えているかを数値化するた

めにオッズ比を使用した。オッズとは見込みのことで、事

象が起こる確率 pの、その事象が起きない確率(1 - p)に対す

る比を意味しその２つの比がオッズ比である。オッズ比は

疫学の分野にてよく使用されている。今回は NDB のサブ

セットであるサンプリングデータを用いて、熱中症に対す

る他の合併疾患(がん、糖尿病、高血圧、高脂血症、うつ

病エピソード、睡眠障害、高尿酸血症、虚血性心疾患、統

合性失調症、肝機能障害、慢性腎臓障害、脳血管疾患、ア

ルツハイマー病、パーキンソン病)についてのオッズ比を

それぞれ求め統計的に有意な差があるのかについて調べて

いくことを考えた。 
 

3. 対象 
3.1 対象 

NDB サンプリングデータセットの 2011 年から 2019 年の

各年 1,4,7,10月と 2020 年の 1月分のデータを対象とした。

傷病分類は ICD-10 に基づいて判断した。 

3.2 NDBサンプリングデータセットの仕様 

NDB サンプリングデータセットは探索的研究へのニーズ

に対応し、1か月分のレセプトデータを性別、5歳刻み年齢

別に母集団と構成比率が変化しないように無作為抽出され

たもので、都道府県、保険者、医療機関等の個人情報を匿

名化し、さらに希少な傷病名、診療行為、医薬品等の情報

の匿名化を施した安全性に十分配慮したデータセットであ

る。 

3.3 倫理的配慮 

NDB の利用は「レセプト情報・特定健診等情報の提供に

関するガイドライン」を順守し、厚生労働省に申請を行い、

サンプリングデータセットの提供を受けて行った。研究に

あたり、学内の倫理委員会の審査を経て実施した。すべて

の結果は、独自に作成・加工した統計等であり、厚生労働

省が公表しているものとは異なる。 

4. 方法 
ICD-10 に基づいて定義した各疾患群(がん、糖尿病、高

血圧、高脂血症、うつ病エピソード、睡眠障害、高尿酸血

症、虚血性心疾患、統合性失調症、肝機能障害、慢性腎臓

障害、脳血管疾患、アルツハイマー病、パーキンソン病)
ごとに疑い病名フラグが 0 のものを抽出した。それらの患

者において熱中症を発症しているか、していないかに基づ

いて分類を行い各背景疾患に対し、リスク比とオッズ比を

求めた。さらにそれらの 95%信頼区間を求めそれらのオッ

ズ比が統計学的に優位か有意でないかを調べた。その結果

を Pythonライブラリである Matplotlib を用いてグラフとし

て視覚化した。 
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4.結果 

熱中症に対する各種合併疾患とのオッズ比とその 95%信

頼区間をプロットしたグラフの結果（図 1）より高脂血症、

がん、糖尿病、高血圧、うつ病エピソード、睡眠障害、高

尿酸血症、パーキンソン病、虚血性心疾患、統合性失調症、

肝機能障害、慢性腎臓障害、脳血管疾患、アルツハイマー

病のなかで特に精神疾患であるうつ病エピソード、睡眠障

害アルツハイマー病のオッズ比が比較的高い結果となった。

また、癌や統合性失調症についてはオッズ比が低いことが

示された。 
 

5.考察 
今回、NDB サンプリングデータセットを用いてデータ分

析を実施した。入外区分について[1 医化入院外][2医化入

院][3,DPC]に分けて計算し検討を行ったが、本稿ではこの

うち外来区分の結果のみを紹介した。その結果、熱中症と

精神神経性疾患との関連を示唆するデータが得られた。因

果関係は不明であるが、精神神経性疾患を有する患者は熱

中症になりやすく、また、熱中症患者は、糖尿病や心疾患

など生活習慣病を患っている患者が多いことが示された。 
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図 1 熱中症に対するオッズ比とその 95%信頼区間（外来：2011年〜2020年） 
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